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5 残 された問題点

(1, 銅製剤 との近接散布による業害の有無を確かめ近接散布での安全期「gRを明らかに しなけ

ね′ばた らない。

2 泥 巻 き 処 理 に よ る腐 らん 病 防 除 (環 境 部 ・果 樹 部 )

1 背 景と特徴

従来主幹部に発生 した輌 らん病の治療処理 としては病患部を削 り取 り、その後 トノブジン

Mベ ース トなどの殺菌塗布剤を塗布する手段がとられていた。

最近、民間技術 として病患部に対する泥巻 き法によって治療する方法が考案され、試行さ

れている。 しか し、 この方法は理論的な殺菌作用が明 らかでない。また、処理法が不統一で

あるため、失敗する場合 もある。 このため、泥巻き処理の場合、留意すべ き点を紹介 し、参

考に供 t夕たい。

2 技 術内容

腐 らん病の病患部に泥状の土を約 3C材の厚さに塗 り、乾燥防止のため、その上をプラスチ

ックフィルムで被覆する。この場合、進展型の病患部は削り取 ることが望ましいか、止 少型

の病斑では無削 りの状態で泥巻 き処理をして もよい。なお、被覆部は雑菌などによって晴ぼ

することがあるので、時 点々検 し、被覆物は秋までに除去する。 | !t   ミ  | !
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5 普衷生の留意点

(1〕,実施期間          :    ｀  |

原則 としては、落葉期間か ら7月 上旬までで腐患部を見つけム第処理する。 (し かし、

昨年実施 した中間成績に よると、 4～ 5月 の比較的号
い時期|よりもやや遅れめで、 カルス

形成が旺盛になる時期に実施 した ものが総 じて好結果 を得た。 )

修)病 患部の取扱                           r 々  .

これまで、泥巻とは無削りの亡亡処理できる利点があるとされてきたが、しかし、昨年

実施した中間成績によると、削り取 り後処理と無削レ処理との比較では、削り取り後処理

の治ゆ率が高 く、安定している。また、進展型の病斑では無削りよりも削夕取 り後処理が

よく、反対に止り型病斑では無削りでも治ゆ効果が高かった。

(働 混 の塗レ方と被覆

使用する土は樹冠下の土でよく塗りやすい軟さまで水を加え、 よく練って用いる。塗布

の範囲は病患部 よりやや大 きめとし、 3餌 程度の厚さに塗 り、その上をブラスチックフィ

ルムで殺覆する。

t4}被 覆期間                     ・

原因は明 らかでないが、被覆部が腐敗 し、枯死する例 も見 られるので、処理 3～ 年か月

後に被覆 をはが し、腐敗の有無を点検 し、秋 までに除覆する。

4 試 験成績の概要

(1)試 験課題名  リ ンゴ薦らん病の総合防除法

(〕 試験年次   昭 和52年

(引 試 験方法

1)病 患部の処理法 と治療劾呆  !

発病の多い現地ほ場 において病患部の前jり取 り及び無削 りのものについて泥巻 さを実

施 し、約 5か 月後に除覆 して治ゆ状況などを調査 した。

2)泥 巻 きの被覆期間 と治療効果

場内の樹を用い、晴 らん病の培装菌護を接種 したのち、慣行に準 じた泥巻きを行い、

1か 月後、 3か 月後、 6か 月後に、それぞれ除覆 し、病斑の再進展、 カルス形成、樹皮

の腐敗、治 ゆ状況 を程度別 に調査 した。なか、除覆 したものは、そのまま放置 し、 3か

月後、 6か 月後に再調査 した。                   _

-65-



第 1表  病 患部の処理法 と治療効果
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(注)※ 腐敗程度  処 理 昭 524.1 9
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第 2表  泥 巻きの被覆期間と治療効果

被覆期間 調 査 項 目
程 度 丹」 発 生 数

無 少 中 多 発 現 度
米

1 か 月 病 粥 再 進 展
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第3表 除覆時以降の経済的な病斑治ゆ状況を腐敗状結(発現度)

被 覆 期 間
除  初  時 3 か 月 経 過 後 6 か 月 経 過 後

治  ゆ 腐  敗 治  ゆ 腐 敗 治  ゆ 腐 敗

か 月

か 月

0

1 8 . 0

3 0 , 0

5 4 , 0

7 6 . 0

3 0 . 0

2 0 . 0

3 0 , 0

76.0 20.0

5 結 果の要約

(1)泥 巻 と処理

病患部を削 り取 ったのちに処理 したものは無削 りのものに比ベカルス形成率 も高 ぐ治ゆ

効果が高い。

無削 りの ものでは病斑部が刺げ落 ち完治 しているもの も若干見 られたが、大部分は病斑

が残 り、若干進展 している様に観祭された。また、混巻 した場合、健全部の樹皮が腐敗 し、

異臭を発する例が多‐ぐ兄 られ、 このため枝幹の枯死 した例 も見 られた。腐敗の原因は明 ら

かでないが、過湿、密開の特害例が多い。

(2)泥 巻 きの効果は病斑進展を抑告Uし、 カルス形成を促が して治りに導び ぐが 7～ 8月 の高

温期に至 り、泥巻された樹皮部が腐敗 して異臭を発 し枯死する夕」も見 られた。 このため腐

敗を回避できる泥巻 き法が望査れる。現段階 としては、泥巻 き後 1か 月位で除覆点検 し、

腐敗 しているものは除去するなど十分な配慮が必要 と思われる。

6  問 題 点

泥巻 きの処理方法 を検討 し、安定技術 として権立することが緊要である。
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